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自己評価項目

ゆうあいは、騒音のない閑静な場所に位置しており、ホームの裏には、木々や草花が
多くあり、四季を身近に感じることができます。周辺には、四季の森公園やズーラシ
アがあり、良い外出場所となっています。散歩コースには、ショッピングセンターや
ファーストフードもあり、入居者個々においては、買い物やお茶などを楽しまれてい
る。また運営推進会議を通して地域の行事などに参加をし、地域住民の方々が参加さ
れる避難訓練などを実施しています。

Ⅴ アウトカム項目 56 ～ 68

評 価 結 果
市町村受理日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigo/w10/wpJDetails.aspx?JGNO=ST1493200081&SVCD=320&THNO=14100

36 ～ 55

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

平成25年7月2日

 1 ～ 14

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

事業所は相模鉄道線三ツ鏡駅から中原街道を１５分ほど走ったバス停「御殿橋」か
ら徒歩３分ほどの所にあります。同一法人の小規模多機能事業所が隣にあります。
婦人服販売の大型店やファーストフード店が立ち並ぶ街道筋から少し登った坂の途
中にあり、周辺は車の騒音も届かない高台の住宅地となっています。
＜優れている点＞
利用者の１日のタイムスケジュールを作らず、一人ひとりが自分の生活リズムの中
で家事に参加したり、散歩や興味のある遊びを楽しむ等、個人の生活リズムを大切
にした利用者主体のサービスの提供を心がけ実行しています。
身体機能の維持と気分転換・外気の五感への刺激を目的に散歩や近隣のスーパーで
の買物等、外出支援を多く行っています。そのための人員配置が工夫されて、利用
者本位のサービスの提供が実現しています。
＜工夫点＞
月に１回、場所を変えてレストランで音楽療法を受けています。外出を兼ねた利用
者の楽しみの一つとなっています。
居間では車いすから居間の椅子に座り替えることで、下肢の機能低下を予防してい
ます。車イスや歩行器は、本人の機能にあったものを使用する様心がけています。
シャワーつきトイレの設置で利用者の利便性を図り、キッチン・居間を中心に居室
を東西に配し、見守りに適した動線となっています。
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Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　○　 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

グループホーム　ゆうあい

１階いろり

 事業所名

 ユニット名
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グループホームゆうあい

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

定期的に行われる運営推進会議には、
町内会長・副会長、地域包括スタッフ
区役所職員、入居者などが参加する。
ホームの近況報告、活動報告や活動予
定、防災など、様々な課題についての
率直な意見交換の場となっている。

２ヶ月に１回開く運営推進会議には入
居者、町内会長や区高齢支援課、地域
包活支援センター職員等が参加してい
ます。長崎の火災事故に関しての意見
交換や、要望・報告等に助言を得る
等、運営推進会議を通して地域と協力
関係が構築されています。

運営推進会議に家族や民生委
員が参加する機会が少ないよ
うです。家族の率直な意見や
地区の福祉に関する情報や意
見を民生委員から聞く機会と
して、運営推進会議を利用さ
れることも期待します。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

ふれあい祭りや阿久和納涼祭などを通
して、地域の方々と交流を深め、認知
症の方の活動を実際に見て頂き、理解
して頂く。運営推進会議などを通して
自治会の方々にも、入居者のことを
知って頂く。

全ての職員の目に触れるように、玄関
に掲示し、常日頃から意識付けをして
いる。入居者の目線に立った運営理念
を掲げ、実践に取り組んでいる。また
理念に沿った、具体的な年度目標を、
職員全員で考え、実践につなげてい
る。

事業所開設時に全職員が意見を出し合
い作成した理念に基づく「行動目標」
を毎年職員全員で話し合い作成してい
ます。日々、目標を持って入居者支援
にあたることで、理念の具現化に努め
ています。

近所のボランティア（三味線、踊り）
を積極的に取り入れ、地域の行事（初
詣・納涼祭）に参加したり、避難訓練
に参加して頂いたり、中学の職場体験
を受け入れたりと交流を深めている。
毎日の散歩では、お互いに、挨拶を欠
かさない。

町内会に入会し、地元の行事等に参加
しています。近隣の商店での買い物や
近くの美容院の利用等を通して入居者
が近隣との付き合いを重ねています。
近所付き合いや交流が深められるよう
配慮しています。

　

横浜市の、ＧＨ連絡協議会やブロック
会に参加し、情報の共有、交換を行っ
ている。定期的に運営推進会議も開催
するなど、協力関係を築いている。ま
たホームには、生活保護の方も多くい
るため、保護担当とも、連携を密にと
らせて頂いている。

旭区役所高齢支援課及び生活保護課と
は定期的に連絡・相談をしています。
ケースワーカーが来訪し生活保護受給
者の相談に応じる事もあります。横浜
市グループホーム連絡協議会・ブロッ
ク会に参加し情報・意見交換を得て支
援に活かしています。

株式会社フィールズ



グループホームゆうあい

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

事業所全体で、研修などを通して理解
を深めている。入居者の状況に応じて
活用できる体制が整っている。ホーム
の勉強会でも取り上げ、知識の向上に
努めている。

契約時には、入居契約書類一式を口頭
で読み上げ、充分な説明をして、不安
や疑問の解消に努めている。また、入
居後においても、担当のケースワー
カーの他、本部にも問い合わせできる
体制が整っている。

入居者様やご家族が、気軽に意見が言
えるような環境作りを心掛けている。
相談苦情は管理者が対応し、統括責任
者へ報告している。苦情や不満が出た
場合は、カンファレンスを実施して、
早急に対処し、解決できるように取り
組んでいる。

イベントの後に家族会を開いています
が、出席者３～４名となっています。
来訪時には苦情・要望・意見などを積
極的に聞いています。家族の意見か
ら、玄関に１ヶ月の入居者の外出スケ
ジュールと職員の氏名入り顔写真を掲
示しています。

定期的に、勉強会やホーム会議などで
話し合い、事例を通して、理解を深め
知識をつけている。日常のケアの見直
しを図り、接遇の向上に努めている。
パート、常勤にかかわらず、講習にも
参加し、内容を他の職員にも周知して
もらい、意識の統一に役立てている。

拘束は行わないという統一した意識を
常に持っている。玄関前の坂が急で、
安全性の確保から、やむをえず玄関の
施錠はしているがテラスの窓などは日
中、自由に出入りできる状態である。
危険とみなされる、やむをえない場合
を除き、拘束はしていない。

職員は「身体拘束」に関する勉強会に
参加する他、会議の場で何が拘束に当
るのか話し合い熟知しています。職員
の傾聴と受容する姿勢で、拘束の無い
生活が実現しています。夜勤帯では入
居者の近くで見守る等、安全確保に努
めています。

株式会社フィールズ



グループホームゆうあい

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

シフト表作成は、必ず事前に希望を聞
き、環境面の希望や要望に、極力応え
るようにしている。良い所は、その都
度、感謝の言葉かけをするなどして、
個々の意欲を損なわないよう対応して
いる。研修への積極的参加なども評価
する事を心掛けている。

毎月のホーム会議やカンファレンスの
場で、パート及び職員の意見を抽出し
ている。また、日々の業務の中でも、
コミュニケーションを図りながら、意
見や提案を聞く機会を設け、運営に反
映させている。

毎月の会議や随時のホーム会議の場を
始め、日常業務においても意見があれ
ば話し合っています。イベント時や外
出同行支援優先の為の人員配置、車イ
ス・歩行器の交換、入浴方法等の提案
事項は積極的に取り入れ職員の意欲向
上に繋がっています。

入居前の相談窓口は、企画室を通して
いる。本人の要望や不安なことは充分
に話ができ、受け止められるように努
めている。入居後には、すぐにケアプ
ランを作成し、全スタッフが、入居者
のニーズを把握できるように努めてい
る。

毎月１回、法人全体の勉強会が開催さ
れ、外部研修への参加も呼びかけ、ス
キルアップを図っている。研修に行っ
た際には、資料や研修報告書を提出し
てもらい、全職員が閲覧できるように
なっている。資格取得中の職員には、
極力勤務の調整をしている。

交感研修のほか、横浜市のグループ
ホーム連絡協議会や旭区のブロック会
議に参加して、同業者との交流や意見
交換を図れる機会を作っている。

株式会社フィールズ



グループホームゆうあい

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

家族や友人、昔の同僚との交流等を歓
迎しています。東日本大震災をきっか
けに１０年ぶりに妹との交流が復活し
たり、家族の協力で１００歳の母親に
会いに行った利用者もいます。日常的
に手紙や電話での交流を積極的に支援
しています。

入居者のできる事、得意とすることを
共に、生活の中に取り入れている。和
裁や編み物、ケーキのデコレーション
配膳など、それぞれに、張り合いのあ
る生活をを感じてもらい、レクリェー
ションの楽しみなどを共有する事で、
関係は良好に保たれている。

最初に、望んでいるホームでの生活を
聴いたうえで、現在必要としている課
題から緊急性のある問題を重視して、
様々な選択技を提供しつつ、提携医院
や小規模多機能など、利用を含めた対
応を心掛けている。

友人や知人との交流がある場合や、希
望された際は、その都度対応していけ
る体制作りに努めている(主に手紙や
電話の支援）。面会時間やご家族との
外出、外泊などにも制限は設けず、楽
しんで頂いている。

相談窓口は企画室を通しており、ご家
族の抱えている問題を充分に聴き、解
決できるように努力している。ホーム
を見学して頂き、肌でその雰囲気を感
じてもら。入居後も面会時や電話連絡
等で、家族のニーズに沿えるように努
めていく。

行事への参加を、ご家族にも呼びかけ
入居者と共に過ごす時間を持って頂い
ている。毎月のミニ便りで行事の写真
や本人のご様子、ご家族への要望など
を知って頂き、問題があればご家族と
職員が共有し、話し合っていく事で入
居者様を支える関係作りに努めてい
る。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

今後、退所を検討する場合でも、その
後の行き先など、本人や家族の意向を
優先し、充分な話し合いをしていきま
す。退所後も、福祉サービスについて
の相談など、関わりを必要とされてい
る場合は、関係作りを大切にしていき
たいと考えている。

本人との対話やご家族の話から、希望
や意向を把握している。また、意思疎
通が困難な方には、様子や行動から推
し量るよう、職員間の情報も共有しな
がら、日々の観察に努め、支援方法を
確認しています。

入居者の思いや意向は本人との会話や
家族の情報を基に日々の支援の中で把
握に努めています。把握が困難な場合
には「本人はどうか？」の視点にたっ
てホーム会議で検討し、ケアプランや
日常の支援に活かしています。

お互いの役割分担ができていて、配膳
される方、食器拭きやテーブルを拭く
方、掃除機をかける方など、できる範
囲での、協力をしながら生活されてい
る。入居者様が孤立しないように、職
員が介在して、スムーズな関係が築け
るように支援している。

日勤帯、夜勤帯の２４時間を通して、
その日の様子を記録し、生活状況の把
握がなされ、一人ひとりの変化につい
ても、職員間での共有ができている。
また、アセスメントシート・ケアプラ
ンなどを用いて、入居者の状態把握に
努めている。

事前のアセスメントの資料に加え、本
人との会話の中から、生活歴や趣味を
伺い、その後のケアに生かしている。
使い慣れた家具や道具を持ってきて頂
き、リロケーションダメージが最小限
になるように努めている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

訪問看護師を通じて主治医との連携を
図り、常に健康管理には努めている。
法人内のレストラン、風の音での昼食
会(月１回）や音楽療法(月２回）にも
参加、個人のニーズに合わせて、その
他の外食、美容院や理容室への外出の
機会も増やしている。

地域ボランティア（竹穂会）の、三味
線や踊り、民謡の訪問も取り入れ、社
交ダンスの会(ひまわりで実施）にも
参加しております。また、自治会の行
事（納涼祭、初詣甘酒など）への参加
は毎年恒例となっている。防災訓練で
も地域の方々の協力を得ている。

ケアプラン作成には、本人や家族の意
思、意向を取り入れ、現状に合わせて
作成している。カンファレンスにおい
て、職員で話し合った意見も取り入れ
主治医や訪問看護師の助言も頂き、介
護計画に反映させている。

本人・家族の要望や意向を基に、職員
の気づきや意見を入れています。必要
時に医師や看護師のアドバイスも取り
入れて期限を定めた個別支援計画を作
成しています。期間が終了する際には
見直しを行う他、状態の変化に応じて
随時の見直しを行っています。

内科、皮膚科、精神科，歯科医などの
往診があり、本人やご家族の希望を最
優先させて頂いている。また、必要に
応じ眼科や整形外科にも、常時スタッ
フが同行できる体制が整っている。毎
週１回看護師の訪問もあり、法人全体
としてターミナルケアも行っている。

歯科は週１回、内科と精神科は月２
回、皮膚科は月１回、協力医が往診に
来ています。また、訪問看護師が週１
回健康相談に訪れています。通院の必
要な場合は家族または区の担当者に連
絡のうえ、職員が通院介助を行ってい
ます。

個別のケース記録に加え、気付きや申
し送りの記載された業務日誌、毎日の
チェック表を通して、情報を共有して
いる。気づき事項を協議して、より良
いケアができるように心掛けている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

入院時には、早期退院に向け、担当医
や看護師、家族と密に話し合いを行い
ます。訪問看護、医師の往診もあるた
め、退院した後でも、ホームで対応で
きる体制が整っている。

訪問看護ステーションと契約し、体調
に変化があった場合は、昼夜問わず診
て頂ける体制が整っている。医療的側
面からの指示、主治医への連携へとつ
ながっている。また、医療連携ノート
を通じ、入居者の個別対応にも積極的
に取り組んでいる。

年２回、地域の住民や消防団、消防
署、役所の方の協力を得て、夜間想定
などの防災訓練を実施している。その
都度意見交換の場を設け、今後の取り
組みに反映させている。災害時用の、
３日分の非常食や飲料水も準備してい
る。

入居時にターミナルケアの説明をし、
重度化の指針を書面で明示している。
重度化した場合、本人、家族の意向を
確認、同意書を作成し、主治医にもそ
の意向を把握してもらう。職員も過去
の看取りの経験から、その難しさは痛
感し、その意識は強く持っている。

重度化した場合や終末期の対応につい
ては、入居時に説明を行っています。
また看取りの事例もあります。その時
の経験から、難しさを認識し看取りに
関する研修を行っています。同時に家
族や医療関係者と日頃から話し合い研
鑽に努めています。

避難訓練は年２回、隣の小規模多機能
型事業所と合同で行っています。本年
度は６月に地震による火災を想定し、
１月は夜間に地震発生を想定し行って
います。いずれも消防車が出動し地域
の人も参加しています。備蓄は水、食
糧とも３日分備えています。

救急対応の研修会(蘇生法、ＡＥＤの
使用方法）などにも積極的に参加した
り、看護師や管理者からの情報を共有
し、全ての職員が、応急手当や初期対
応ができるように、普段から意識して
話し合っている。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

言葉使いや接遇は、職員が各々意識し
合って、気を付けている。勉強会やカ
ンファレンスなどで対応の見直しを
図っている。排泄確認なども、職員同
士の暗号を決め、入居者の羞恥心に配
慮した支援を行っている。

職員は入居者一人ひとりの人格を尊重
し自尊心を傷つけないよう、さり気な
くケアを行っています。排泄や入浴支
援する時はプライバシーに配慮した言
葉かけをするように注意しています。
言葉や対応についてはホーム会議で話
し合い振り返っています。

日常的に、入居者自身から訴えてくれ
るような雰囲気作りを心掛け、思いや
希望を表しやすい声かけなども行って
いる。また、本人だけでなく、ご家族
の希望も取り入れるよう努力してい
る。

定期的に、美容院や散髪に出かけてい
る。洋服や化粧品、身の回りの物は、
職員と一緒に買い物に出かけ、お好き
なものを購入されている。

食事のメニューは決まっておらず、献
立を考えたり、下準備や配膳下膳など
を一緒に行うことで、楽しみや満足を
感じて頂いている。菜園の野菜を、入
居者と一緒に収穫し、調理することも
ある。

日々の過ごし方は、個々のペースに合
わせた支援をしている。食事やおやつ
は、一緒に摂っているが、その他、起
床や就寝、日中の過ごし方などは、入
居者の意思を尊重している。

入居者は職員と一緒に盛り付け、テー
ブル拭き、配膳、下膳、食器洗いなど
を甲斐甲斐しく働いています。メ
ニューは本部の管理栄養士が確認と修
正をし、食事に反映しています。行事
に合わせ特別メニューにしたり、外食
も楽しんでいます。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

基本、いつでも入浴できるようになっ
ている。入居者の体調や気分により、
入って頂いているため、だいたい、一
人平均、週に３～４回のペースになっ
ている。時間も、本人に確認しながら
入って頂いている。

各々の食事や水分摂取量を、毎日記録
し、一日を通した栄養状態を把握して
いる。年齢や状態に応じ、各々の分量
や形態も把握して、提供している。ま
た、管理栄養士による献立のチェック
もあり、栄養が偏らないよう指導も受
けている。

毎食後、個別対応にて、うがいや歯磨
きの声掛けをし、自立でできない方や
磨き残しのある方には、職員が介助す
るなど、口腔内の衛生の維持につとめ
ている。週１回の訪問歯科にて、口腔
チェックや衛生指導も受けている。

本人の排泄パタ－ンを把握して早めに
誘導を試みています。排便については
看護師や往診医と相談の上薬剤の調整
などを行っています。また自立に向け
てとトイレ内のズボンの上げ下げを
行ってもらうなど失禁時に自尊心を傷
つけないようにの配慮などに気をつけ
て支援している。

排泄チェック表と何気ない仕草からパ
ターンを把握し、トイレに誘導してい
ます。その際の声かけは羞恥心に配慮
して、さり気なく行っています。便器
の隣にシャワーが備えられており、失
敗した時、スムースに対応できる工夫
があります。

入浴は平均週３回ですが、入居者の希
望に沿うようにしています。入浴を楽
しめるよう入浴剤を入れたり、季節に
は柚子湯、菖蒲湯にしています。ホー
ムでの入浴の困難な人には、あいしま
訪問入浴介護を利用しています。

便秘がちな方には、乳製品や繊維質を
含む食材を取り入れたり、散歩やラジ
オ体操などの運動で排便を促します。
どうしても、排便できない時は、看護
師・医師と相談の上、処方薬の下剤を
使用している。
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グループホームゆうあい

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

散歩は帷子川の流れに、鯉の泳ぐのを
見て楽しんでいます。スーパーでの買
物の時の支払いは、入居者が自分です
るよう支援しています。遠出は法人の
バスに乗りほぼ全員で釣り堀、四季の
森、ズーラシア、山下公園などに出掛
けています。

個々のファイルには「服薬リスト」が
挿入され、そこには、作用や目的、副
作用も記載されていて、職員も周知し
ている。異常な症状が出た場合、速や
かに、看護師、主治医に連絡し、指示
を仰いでいる。

その方の、趣味や好みに合わせた役割
ができるように支援している。食器拭
きや掃除機掛け、配膳下膳、縫い物、
洗濯たたみなど、できる範囲でお手伝
いして頂いている。また、楽しみごと
としては誕生会やドライブ、行事を企
画して気分転換の支援をしている。

入眠時間は、入居者様の自由に任せて
いる。個々の体調に合わせた対応を心
掛けている。居室の明かりも、入居者
ごとに変えている。２０時に入眠され
ている方もいれば、２２時までリビン
グでテレビを観賞されている方もいて
日々、自由に過ごされている。

近くのスーパーに、職員と日用品の買
い物に出かけたり、散歩やドライブ、
協会の礼拝に行ったり、行事企画を立
てて、日帰りでの小旅行にも出かけて
いる。ご家族とは、いつでも、外泊・
外出ができるようになっている。

基本的には、現金は所持していないが
お預かりしているお金は、いつでも使
用できる体制が整っている。買い物に
行った時には、ご本人に、支払をお願
いしている。また、ご本人・ご家族了
承のうえ、購入支援することもある。
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グループホームゆうあい

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

本人の希望があれば、いつでも自由に
連絡が取れるように配慮している。手
紙の差出をお手伝いしたり、電話の取
次ぎ、電話の発信もお手伝いしていま
す。ただし、無理しての連絡は行わず
あくまで、自然の形での、連絡を支援
している。

リビングは全体が床暖房になっている
清掃や換気にも注意をはらい、トイレ
掃除は、毎回除菌を心掛けている。壁
には手作りカレンダーや、行事で撮影
した写真などが飾られている。また、
雛人形やクリスマスツリーを飾り、季
節感を感じて頂いている。

自宅で愛用されていた、タンスや鏡台
寝具などをお持ち頂き、ご自由にレイ
アウトして頂いている。お写真や小物
等を置かれ、居室ごとに、それぞれの
装飾がされており、リラックスできる
空間となっている。

全てバリアフリーで、廊下やトイレ、
浴室には手すりが使い易い高さに取り
付けられ、洗面台やトイレも、車椅子
や歩行器で使えるよう、入居者それぞ
れの力が発揮できるよう配慮されてい
る。できない事は職員と共同でやる事
により混乱を防止している。

居室には慣れ親しんだタンス、鏡台、
テレビ、人形などが置かれ、壁に風景
画や家族の写真が飾られています。畳
の部屋に火の入っていない炬燵を置い
て昔の生活を懐かしむ人もいます。片
付けや掃除は入居者と職員が一緒に
行っています。

リビングには、食席のほか、ソファや
マッサージチェアなども設置され、入
居者様が、思い思いの場所で、テレビ
を見たり、新聞を読んだりして、過ご
せるようになっている。食席でも、食
事以外は、雑談やゲームをして、過ご
されている。

リビングは南に面していて明るく暖か
です。段飾りの雛人形が置かれ、壁に
は絵や写真、入居者と職員の共作の作
品が飾られています。また愛好者のた
め将棋盤やパチンコも置かれていま
す。畑もあり、トマトやじゃが芋など
が栽培されています。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム　ゆうあい

２階かまど

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

株式会社フィールズ



グループホームゆうあい

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

横浜市のグループホーム連絡会や区役
所職員も参加をして連携を取ってい
る。ホームには生活保護者も多くおり
役所の保護担当の方々に密に連絡を取
り、家族への面会も含み利用者様が安
心して生活が出来るように取り組んで
いる。

　

全ての職員の目に触れるように、玄関
に掲示し常日頃から意識付けをしてい
る。入居者様の目線に立った運営推進
を掲げ、実践に取り組んでいる。ま
た、理念に沿った、具体的な年度目標
を職員で考え、実践につなげている。

町内会長、地域包括スタッフ、役所の
方々、入居者を交えて定期的に行って
いる。運営推進委員会では、ホームの
近況報告、行事報告またそれに伴うお
願い事など、意見交換をおこない円滑
の場となっている。

会社の取り組みとしてあいしま祭りを
行ったいる昨年度からは地域のレスト
ランを貸切にしてもらい阿久和納涼祭
を行い地域の方々に出向いてもらって
交流を行っている。

　

地域の行事として(初詣・夏祭り）に
参加させてもらったり又、事業所の避
難訓練に参加していただいたりして交
流を深めている。散歩などでは顔なじ
みの地域の方に挨拶をして声かけをし
て頂いています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

株式会社フィールズ



グループホームゆうあい

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

研修などを通して事業所全体で把握を
行い、入居者の状況に応じて、活用で
きる体制を作っている。社内研修や
ホームの勉強も取り上げ個々の知識の
向上に努めている。

契約時には、入居者契約書他書類一式
を口頭で読み上げ、充分な説明をして
いる。不安が疑問点があればその場で
話し合い、理解し納得したうえで入居
している。入居後においても担当の
ケースワーカーの本部にも問い合わせ
て出来る体制が整っている。

日頃より利用者様が意見を言えるよう
な雰囲気作りを心掛けている。相談、
苦情、は管理者が対応し、統括責任者
へ報告をしている。家族会や運営委員
会などに出席して頂き、苦情、不満が
でた場合はカンファレンスを実施して
取り組んでいく。

勉強会がホーム会議などで話し合い、
様々な事例を通して理解を深め知識を
つけている。日常のケアの見直しを
図っている。職員の意識を高く持ち接
遇の向上を図っている。

拘束は行わないという統一した意識を
常に持って、最善の安全確保を行なっ
ている。玄関前には坂になっているた
めやむをえず玄関の施錠をしているが
危険とみなされない場合は玄関前の椅
子に座り自由に開放されている。
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グループホームゆうあい

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

入居前の相談窓口は企画室を通してい
る。本人の求めていること、不安に
思っていること、を充分に聞き受けと
められるように努めている。入居後に
はプランを作成し本人の希望に沿うこ
とが出来るようにプランを立て安心で
きるように努めます。

横浜市のグループホーム連絡会や旭区
のブロック会議に参加、横浜市の研
修、同業者の交流や意見交換を行って
いる。交換研修など積極的に参加し互
いのホームの情報交換をし日常生活に
取り入れ反映をさせている。

入所時には、管理者や先輩職員が付き
指導に当たっている。毎月１回法人全
体の勉強会を行いスキルアップを図る
交換研修外部研修に行った際にはレ
ポートの提出カンファレンスでは研修
の報告を行い職員の周知の徹底を図
る。接遇などの指導を行っている。

定期的にカンファレンスを行い何でも
話せるような雰囲気を作り職員の意見
や提案を聞く機会を設けている。何で
も話せるように日頃よりコミュニケー
ションを重視している。

良い所はその都度褒めやりがいを失わ
ないようにしている。指摘するのでは
なく相手の考えを受け入れそのあと本
人が納得できるような適切なアドバイ
スを行っている。声掛けを多く持ち就
業意欲を損なわないようにしている。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

同級生や友人が面会に来られる事もあ
り、本人が希望されてた場合は家族に
連絡をし、相手の事情もあり双方がタ
イミングが合えば交流もある。交流が
出来るように体制作りはできている。

本人の得意とするものを聞き餃子作り
に家族が来り、編み物等が好きな方は
家族にマフラーをプレゼントをするな
どを行い家族の絆を深めている。行事
の参加、クリスマス会、納涼祭の参加
も来られる方が多くなっている。

年４回の新聞の発行、毎月のミニ便り
の発行、その他電話連絡など本人の様
子をいろいろな方法で連絡をしてい
る。職員と家族が共有し入居者を支援
していける関係作りに努めています。

相談窓口おき入居者の方や家族の問題
を抱えている事を充分に聞き受け止め
られるように努力をしている。ホーム
の見学もしてもらい雰囲気を感じても
らう。入居後も面会、電話等で家族の
要求に努めている。

最初に緊急性を要する問題を重視し提
携医院との連絡を取り本人家族と話し
合い現在必要としている課題から取り
組んでいる。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

職員間でその人その人の一日の過ごし
方を把握し、心体状況の把握してい
る。異常があった場合は管理者に報告
をしている。

本人の意向を反映し本人が望んでいる
生活が出来るように支援をおなってい
ます。職員、家族の意見も聞き安心し
て楽しく生活が出来る等にしていま
す。

入居時にアセスメントを行い、過去の
生活歴を聞きその後の生活に活かし安
心して生活が出来るように努めていま
す。

今後、退所を検討する場合においても
その後の行先など、本人家族の意向を
優先にし充分な話合いをして行きま
す。退所後も福祉サービスなどの相談
も関わりを必要としている場合は関係
作りを大切にして行きます。

自立されている方は役割分担ができて
いてお互いが公平でかつ平等になるよ
うにし、問題が起こらないようにして
います。利用者のＡＤＬに合わせ行っ
ています。必ず職員が入り関わり持ち
お互いが支え合うことが出来るように
しています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

自治会の行事に参加させていただいて
います。三島神社の納涼祭、初詣甘酒
等に参加。防災訓練においては、消防
署、町内の消防団、近所の方々の協力
を得ています。

内科、精神科、皮膚科、訪問看護、歯
科が往診に来ており、適切な医療が受
けられる体制が整っている。法人全体
がターミナルケアも行っている。

個別のケース記録に書き「」をつけ本
人との会話も記録の中に書く事により
気付くことがある。業務日誌、各
チェック表をつける事により情報がよ
り分かりやすく共有できるそれらを通
してより良いケアが出来るように努め
ています。

訪問看護師を通じ主治医と密な連携を
取ることが出来健康管理に努めていま
す。又法人内のレストラン、中華の店
（風の音）昼食会（月１回）音楽療法
（月２回）が行われ外出の機会を多く
持てるように心掛けている。

ケアプラン作成時には本人や家族の意
思、意向を取り入れて作成している。
カンファレンスを行い職員間で話合っ
た意見も取り入れ又主治医、訪問看護
の助言も聞き介護計画を作成してい
る。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

夜間想定の消防訓練を実施、消防署、
役所の方、地域の消防団、地域の住民
の方々の協力を得て実施されている。
今後も引き続き訓練を行い、全職員へ
の意識を高めて災害時に備えている。
災害時用の食料や水、３日分と入居様
の情報を入れたものも準備している。

入居時の重要説明事項にターミナルケ
アの説明をしている。重度化した場合
家族の意向を確認その内容に沿った同
意書を作成し、主治医にも家族の意向
を把握してもらう。

すべての職員は、往診医、看護師、管
理者から情報を共有し応急手当や初期
対応が出来るように意識している。又
社内研修を行い（蘇生法、ＡＩＤの使
用法など）で繰り返し学ぶこともあ
る。

訪問看ステーションと契約しており看
護師による日頃の体調管理のほか医療
連携ノートを通じ心身の状態の連絡、
体調の変化あった場合はホームに駆け
つけ状況を把握し主治医に連絡してい
る。

入院時には担当医と連絡をとり、早期
退院に向けた話し合いを行っている。
家族と医師話す機会を設け早期退院に
向けての話し合いを行う。主治医、訪
問看護が対応で出来る為退院後も体制
が整っている。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

何を食べたいかを利用者様に聞いた
り、考えたりして料理を作っている。
利用者様がキッチンに入る事を好まれ
ることが多く昼、夜、交代でキッチン
に入ってもらっている。野菜の皮む
き、盛り付け、配膳もされている。

起床、就寝は利用者様の意思を尊重し
ている。おやつ、食事は一緒に摂って
いるがそれ以外は入居者様が主体と
なっており自由な生活を送ってもらっ
ている。

散発が希望された場合は近くの美容院
に出かけ行く。毛染めの方もおり調整
をしながらスタッフが一緒に出掛けて
行く。洋服、化粧品も本人と一緒に買
いに行き好きな物を購入されている。

１人ひとりの利用者様の接遇、プライ
ド等に傷をつけないように個々の職員
が意識を持ち、カンファレンスを行い
対応に心がけている。排泄確認ではお
花（排泄：大ひまわり、少たんぽぽ）
の名前に変えている。羞恥心が最小限
になるように配慮を行っている。

職員と利用者様が同じ目線に立ち、常
にコミュニケーションをとり会話を多
くしている。話やすい雰囲気作りには
充分な配慮をしている。本人の希望で
家族でかなえてもらうことが可能であ
れば家族に連絡を取り、又家族の希望
も受け入れるように努力をしている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

毎日のラジオ体操、散歩、廊下歩き、
健康体操を毎日の生活に取り入れ体を
動かしている。根菜類、牛乳、水分を
多く取り入れ便秘にならないように工
夫をしている。

いつでも入浴が出来るようになってい
る。その日の気分、体調によって拒否
された場合は無理な声掛けはしないよ
うにしている。入浴日は１日おきの
ペースなっている。時間も本人の希望
を確認しながら対応をしている。

毎食後１人ひとりに歯磨きの声掛けを
している。籠２個用意し歯磨きが終っ
た人は別の籠に入れるようにしている
残った籠にあるコップの人に声掛けを
して歯を磨いてもらう。一人で磨けな
い人はスタッフが介助を行っている。
訪問歯科の利用、口腔衛生の指導も受
けている。

個々の排泄パターンを把握し、早め早
めの声掛けを行っている。便秘の方は
往診医、看護師、と相談の上薬剤の調
合などで調整を行っている。
日頃より牛乳や水分を多く取り入れ便
秘解消に心がけている。

個々の食事量や水分摂取量はその都度
記録をしている。体重の多い方、糖尿
病の方、健康に気をつけている方等に
合わせ栄養のバランスを取っている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

原則的に、現金は使用していないが職
員と買い物に行った時に入居者自身に
支払をして頂くことがある。その際に
は、領収書とおつりもお願いをしてい
る。

本人の得意としているもので人に喜ん
でもらえることが楽しみになっている
餃子作り、編み物、（作る事の喜び、
プレゼントする楽しみ、）又、テレビ
での歌番組、ドライブ、外食、に行
く。等等のことなどが楽しみになって
いる。

近くにスーパーがあり職員と一緒に日
用品を買いに出かけたり、又、家族と
一緒に外食に出掛けたり洋服を買いに
行ったりされている。

食後の休息や本人の体力に合わせ日中
でもベッドに誘導するなど個々の状態
に合わせ声掛けをおこなっている。昼
夜逆転等にならないように日中の生活
にもメリハリをつけ、安心して夜間眠
れる様に心掛けを行っている。

「服薬リスト」が個々のファイルに挿
入されており、そこには作用や目的、
副作用も記載され、職員も周知してい
る。新薬を開始したり、特別な処理が
必要な際には、主治医から留意点を職
員間で共有し合い異常な症状が出た場
合速やかに主治医の指示を仰いでい
る。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

本人が趣味としているもの（本、手
芸）等、が家族の方々に持ってきても
らい、又、購入し、居室の中でゆっく
りと自分の時間が持てるようにしてい
る。家族が面会に来ても椅子を用意し
ゆっくりと会話が出来るように工夫を
している。

本人の希望により電話や手紙等は自由
に連絡が取れるように配慮している。
無理しての連絡は行わず、自然での形
で連絡支援を行っている。

浴室、廊下、トイレには全て手すりが
ついて使いやすいようにしている。利
用者が残存機能を生かし安全に生活が
出来るように工夫されている。玄関前
の坂には手すりがつき安全に歩行が出
来るようにしている。

ホームは閑静な場所に位置しており、
雑音の少ない所である。リビングには
入居者様と協力して毎月その月の季節
感が味わうことが出来るように季節の
作品作り、料理、ゲーム採り入れてい
る。共用の所ではトイ清掃（毎回の徐
金）換気、をこまめに行っている。

共有空間ではテレビのところにはソ
ファを置き誰でも気軽に座っている。
食席で談笑したり、トランプ、ぬり絵
をしたり、新聞を読んだり、ゴミ袋折
りをしたりして、個々の思いを居室以
外で行うことが多くあり会話も自然に
多くされている。

株式会社フィールズ



　（別紙４（２）） 事業所名 ゆうあい

目標達成計画 作成日：　平成　　　25年　　　6月　　　29日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1

運営推進会議など地域との情報交換について家
族の参加率が少ないことが課題として挙げられ
る。

長期の期間において参加を徐々に促していく。
地域のメンバ－にも現状を説明し協力して頂き、
家族の参加率を向上させる

運営推進会議などを通して、情報を頂き取り組みを
行っていきたい。町内会長や民生委員などの方たち
の忙しい日程の調整など行えるところは行っていく。
また家族も現在就労しているかたばかりのではある
が、声をかけ、協力を仰いでいく。

6ヶ月

2 ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して
取り組む具体的な計画を記入します。


